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The purpose of this experiment is to determine whether the lung is able to 

dispose of fat. 

Employing the resected lung and heart from both rabbits and cats, I injected a 

fat emulsion mixed with Ringer-Locke’s solution into the pulmonary artery and 
measured the levels of lipase, total fatty acid, neutral fat, free fatty acid and lipoid 
in the circulating fluid in the pulmonary vein and compared these values with those 
obtained by using infused fat emulsion and Ringer-Locke’s solution separately. 
The fat emulsion used, which can be infused intravenously, was produced by 
Dr. YORINORI HIKASA in our clinic and contains 15 , cod liver oil. Theratio of the 
lipids contained was as follows : BS.5 ,, neutral fat, 7.9垢 freefatty acid, 6.4% 
lecithin and 0.2ラ＆ other lipids. 

For ・.the purpose of doing these experiments, I used a modi五cation of FUJITA’s 
apparatus. 

The experimental results are as follows : 

1. Th己 lipas己containedin the circulating fluid increased markedly. This increase 
is not based on the release of lipase contained naturally in the lung itself, because 
the level of the lipase contained in the resected Tung infused with fat emulsion and 
that contained in the lung infos巴dwith Locke’s solution alone were much the sarne. 
This fact indicates that lipase production in the lung is stimulated by the infusion 
of fat emulsion. 

2. The total fatty acid decreased markedly in the circulating fluid although it 
did not increase very much in the lung. 

3. The changes of the ratios of the lipids contained in the circulating fluid was 
as follows ・ 

Mat巴r泊1 I Neutral fat ( 
Infus·~d fat叫 45.6 

Rabbit Circulating自uid I 250.2 j 111.l 78.9 

（＋） （ー） ｜ 一凶5 I ＋抑 + 33.9 

Infused fat solution 596.3 55.7 43.9 
Cat Circulating fluid 49.l 194.8 117.3 

（＋）（ー） -547.2 + 139.l + 73.4 
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From these results ( 2 and 3), it would seem that the intravenously ad"ministered 

fat globules are taken, at 日rst,fully by the soーはlledpulmonary alveolar phagocytes, 

and then the neutral fat is changed continuously and gradually into lipoid by the 

lipase pr,oduced in these cells, and then this lipoid is released into the blood again. 

4. It is very interesting that such a process of producing lipase or changing 

neutral fat into fatty acids or making it into lipoid in the lung of the cat, which 

is carnivorus, occurred more strongly and smoothly than in that of the rabbit, 

which is granivorus. 

5. Methionine expedited this activity in the lung, but the simultaneous use of 

methionine and vitamin B12 facilitated this process more smoothly than the use of 

methionine only. Even in the lung of the rabbit, pulmonary organofat was not 

stored up, only wh己nboth drugs were simultaneously administered. 

6. From the above results, we can a伍rmthat the lung has an ability to 

dispose of fat and this ability is facilitated by the simultaneous administration of 

methionine and vitamin B12・

緒 ・雪雪
軍司

肺臓が胸管リンパの最初に流入する実質臓擦であ

り，それがいわば門脈血の震初に流入する実質臓器で

ある肝臓に相当するとL、う生理学的主主に解例学的相似

関係、ヵ、ら，肺臓自身も脂質代謝と大きな関係を有する

ものであろうと推測I］して，従う｛ミ，いら多くの人々 がこれ

が解明に幾多の努力を弘って来た．而して肺臓には酵

素作用に基く脂質，川中リポイドの分解乃至破壊作用

があるともいわれ（Rogeret Binet, Miiller, L巴ites,

中村，片山）．あるいはコレステ担ンエステル，リポイ

ド燐の合成機能がある（林）ともいわれて，生化学的

には未だ意見の一致をみj，また他方組織学的にも肺

臓の脂質代謝機能に言及した報告が2～3ある（矢崎，

江的，木村，近藤）にはあるが，何れも脂肪怪塞発生

Fに於ける実験成績であるた以！こ，その結果を以て直

ちに生理的条件下の肺臓機能と見倣すことは出来ない

のである．

然るに教室の麻田は脂肪｛全議発生の恐れなく，安全

に静脈内へも注入し得る教室創製の脂肪乳剤を応用し

て，肺磯の脂質代謝機能てど組織顕微化学的に追究した

結栄，肺臓には中性関肪を版取L，これをリポイ i-・化

する機能の存在する事実を立証するに至った．そこで

Tl、はこの事決を更に生化学的に検討すると同時に，ひ

L、ては我々の意図する脂質を乳化状態で直接静脈内へ

注入して，非経口的栄養補給の目的を果たそうとする

試みが，県じて意義あるものかどうかという問題を解

決する 1端として．木突磁を施行した．

実験材料坊に実験方法

I 実験材料

1. 脂肪芋L剤

我々の脂肪乳剤は 2μ以下の脂肪球からなる肘1由乳

剤で．従って静脈内へ直接注入しても脂肪栓塞の発生

をみない．その含有脂質成分比は第1表の如くで，実

験には原貝1Jとしてと；の15%乳剤を使用した．

第1表合有脂質の比本（%）

」三竺旦ιl中i削旨防酸｜レチテイシ
8広s I ~； I寸ー

また本実験を施行するに当つては，他臓器からの影

響を出来るだけ除去して，真の肺臓の脂質代謝機能を

知る目的で別出肺阪港流実J験を施行した．

濯流液としては脂肪乳剤加ロック氏液を使用する関

係から，まずそれによって脂肪球増大の危険性の有無

を検討しておく必要があるが，かLる状態で濯流した

肺臓に就て，組織顕微化学的に検討した結果は，事も

斯る危倶のないことがわれった．

2. 実験動物

2kg前後の健常家鬼を1定食坪で10日以上飼育し，

24時間絶食せしめた後実験に供した．

何となれば麻田はこの｜時期が各臓提内に最も脂質の

出現が少ないことを立証しているからである．叉必要
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に応じて試獣として猫（成熱）を用いた．

Il 実験方法

1. 肺臓j蔓流装置蛇にその使用法，

(i) 装置一般に関して

姉血管の濯流に際しては，外部からの陰圧で肺臓を

適度に膨張させる時が，肺臓が萎縮している時はもと

より，気管から陽圧を加えて肺l践を膨張させた時より

も港流液量が最も多量であれ而も生理的に近いと

いう Lehmannu. Mullerの実験成績に基いて，更に

叉本学内科学教室故藤田博士の創案された濯流装置を

も参考として，新たに独自の考案を加えて設計作製し

た陰圧持続誕流装置を以て木実験を施行した．

人為呼吸装置としてはドンネル氏装置に改良を加

え，而もモートルで運転しf与るようにした．又人為的

胸京のffi'割を演ずる部分は約400ccの容量を有する硝

子製得得を使用した．

濯流装置には附動脈，肺静~及び気管を連結させる

陰圧装置に就いて詳述すると， Pは水道に連結した

7.K流ポンプCGなる約5立の容積を有する硝子瓶に

固定され，側管 pは1と連結する． Gの上端の口で

7.K流ポンプPを固定するゴム詮にoi'f/,Jqなる 1本の儲

子管を気密に知人し，之をfと連結する.1及びfi土

数mmの管径を有する柔軟なコ’ム管で，流通空気遮断

装置Sを経て，第1図めtf,5心部分に至る．倫！， fが

Sに至る湿の経路には，夫々 Ki,K2, K3なる緩衝装

第2図遮断装置凶

。 。

。

3本の小消子管を設け，且つ寒暖討を気密に挿入して 置を設けた.sは！， L0:'41えぴ5の部分に至る途中tこ
内部の温度を1定（38～39°C）に保持した．更に肺臓 ｝／＇、て，各々その内院を通る空気の流通そ赴断し，人為

を持続的に呼吸させる目的で，呼気時一2cm;.k柱，殴 的胸廓内の陰圧を変化石せる装置である．即ち第2図

気時ー12cm水柱の陰巨を負荷し， Rっその週矧は毎 の如く， 11, 5＂＇＇部分に至る途中で，即ち Sの部分で1_. 
第 1国防臓~占流3主置全I胡 はH1とs，の間を， fl土HzとS2の聞を共にそれらの

分32回とし，濯流液（37°Cに加温，使用す）の液圧は

第1図に示す如くマリオツト氏理中央の硝子管の下端

と流出液を導出する硝子管の下端の高さとの差に十目当

するが，之を大体 8cmとした．・斯る条件のもとで肺

臓の灘流を行うわ萎縮町に於ける場合と異れその

濯流液量は甚だ大で，毎分約20ccを濯流し得て，而も

約30分間は肺浮腫の発生をみず，充分研究の目的を達

し得たので、ある．なお木装置では陰圧の変化はQによ

って明示され，水道径の開閉により陰圧の程度を適当

に調節し得る．

縦割lに直交して通過する．従って今もし水道l全を開く

とA内の空気は1を経て？からG内へ移行し， G内の

空気は穆積増大し，ためにfを経て再びA内に入るが，

この際Mに電流を通ずるとSは左右し， s，は H1に，
S2はH2~·ニゾミノ、街き当り，その結果，ゾミ々 i直交するゴ

ム管！， fは交互に圧迫されて，空気C'）流通が遮断さjl, 

A内の気圧は当然週期的に変動する．そしてもしこの

際A内の空気の少量を抜き，その気圧を1気圧以下に

僅か乍ら下げた状態で，前記の操作を行えば， A内の

気圧は1気圧以下の状態で昇降し，それに伴いA内に

装着された肺臓は持続~Ek]に膨張，収縮を繰返し，気管

に連結したノj、硝子管3を介して自由に外気を呼吸する

ことが出来る．斯くして劉出肺臓とfilftも生理的に近い

状態で呼!1&運動を営み得るのである．

(ii) 心肺標本の作成

肺臓の創出に当ってに，家兎あるいは猫を無麻酔の

もとに動物固定台とに固定した後，頚動脈を切断して

放血，致死せしめ，然る後腹肢を開き横隔膜を穿中ljし

て，肺臓を萎縮させた上，刊’討を切断，胸骨と共に胸

廓前壁、仕切除．斯くして心臓を露出し，右心室を切開
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して，硝子製カニューレBを肺動脈中に挿入，これを

結紫固定．次いで、更に左心室を切開し，カニューレB

から 37。Cに加温したロック氏液を除々に注入して，
肺血管内の血液を充分駆逐した後，左心室から逆行性

に比較的太い硝子製カニューレCを左心房を経て，更

に肺静脈の中迄挿入したと，これを結主主閏定する．斯

くして気管を適当の高さで切断，気管カニューレDを

挿入し，結紫固定した後，気管の後墜を剥離して，横

隔膜の直上部で食道，静脈を切断すれば3個のカニム

ーレを装着した1個の心開荒察本が得られる．斯くして

カニューレDを3に，カニューレBを1に，カニュー

レCを2に夫々連結すればこ Lに心肺庶木の濯流装置

装着が終了するから，これを人為胸蔀A内に納め，人

為胸腔を気密に密閉した後，前記の濯流操作を行えば

よし＼

2. 脂肪分解酵素価定量法

本測定には児玉桂三教授の方法を応用した．間して

臓器脂肪分解酵素価測定に際しては87%グリセリン71'

で抽出し，、その上澄液を酵素「京液とした．

3. 総脂肪酸，中性脂肪，涜離脂肪酸定量法

木測定にはVande Kammer A法及びB法を採用

した.Van de Kammer B法に使用する苛性加里アル

コールは容易に空気中の茨酸瓦斯を吸収し，変価する

から，その取扱u、には細心の注意を要する．而も夏季
の測定成績は冬季に較べ柏、々誤差の大となる傾向があ

るので，全て冬季の実験此債のみを採用した．

4. 血清リポイド燐測定法

血清をBloor氏液で溶解，酸化し，モリブデン陵ア

ムモニウム液及びアミノナプトールスyレプオン酸液で

呈色せしめ，光電比色計でその被検液の透過率を求め

る方法を採用した．

（註：本論文中リポイ 1－・と記したのは所謂レチテイ

ン値：をいう）

実験成績

I 脂肪乳剤未注入家兎の創出肺按遭涜実験

1. 家兎の剥出肺臓濯流時に於lする脂肪分解酵素価の

消長

さきに教室の麻田は，教室の創製した脂肪乳剤を家

兎，マウλ，猫等の静脈内へ注入すると，肺臓の所謂

肺胞喰細胞が注入問肪球を著明に接取し，それら細胞

内で中性脂肪は漸次リポイドに変じ，再び血中に放出

されることを形態学的に立証し，而も斯る処理過程は

脂質の経口的筏I校時と analogischなることを明らか

tこしTこ．

私はこの麻田の行った組織顕微イt，学的所見を生化学

的立場から再検討する目的で，ます．易JJ出肺臓を脂肪乳

斉｜］加ロック氏液で濯流した際の濯流液中立立に肺臓の臓

器開肪分解酵素価の消長を検索したのであるが，家兎

の別出肺臓を潅流装置に装着し，持続的に呼吸せしめ

乍ら，まずロック氏液200ccで濯流し，血液を完全に

駆逐した後，総指肪酸濃度620rng/dlになるように予

め調製した脂肪乳剤加ロァク氏液で別出肺臓の濯流を

第 2表 ロヅク氏液のみで潅流した際の排出液中の脂肪分解酵素債の市長

検波採取時 潅流開始時 lロック液蜘cl同波 2伽｜同液 3伽｜同液 4伽｜同波蜘C
家兎 1号 0.433 0.382 0.304 0.279 0.159 0.202 

家兎 2号 0.461 0.422 0.320 0.277 0.155 0.120 

家兎 3 号 0.453 0.320 0.340 0.335 0.220 0.215 

2P- 均 0.449 0.394 0.321 0.297 0.178 0.179 

第 3表 脂肪乳剤1111ロック氏液で潅流した際の排出液1ドの脂肪分解酵素債の市長

試 獄｜握防波｜吋｜同液｜同波｜ロツ夕刊同被｜同波 I(l;J 波｜同液f右前 開 50cc lOOcc 波50cc lOOcc 200cc 300cc 500cc 

家兎 1号 0.350 0.465 0.882 0.860 0.55U 0.395 0.380 0.360 0.280 

家兎 2号 0.351 0.459 0.845 0.815 0.443 D.408 0.398 0.350 0.265 

家兎 3号令 0.250 0.242 0.310 0.290 0.270 0.265 0.255 0.255 0.250 

守主 均 0.389 0.397 0.429 0.419 0.327 0.277 0.254 0.286 0.302 



して定註した．

実験成績詑に考察：脂肪乳剤加ロック氏液で別出肺

臓を濯流し7二際には第3表及び第4図に示す在日く，対

照のロック氏淡のみによる濯流時（第2去，第3図）

よりも’明らかに濯流液中の脂肪分解酵素価は増加し

た．併し木実験結果からのみで果してこれが脂肪手L剤

の潅流により肺臓自体で、新たに産生されたものである

とは直ちに断言することは出来ない．

第 4表

449 易IJ／：卦肺臓の濯流実験による肺臓脂質代謝機能に関する研究

ロック氏液のみで潅流した際の:tfHH
液中の脂肪分WI酵素mのiW長（第2
表参！照）

第3図
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脂肪波准沈後の肺臓脂肪分解酵素債

そこで更に易IJI封肺臓潅流後の肺臓の臓器脂肪分解酵

素1面を測定した．然るに脂肪乳剤加ロック氏液で濯流

した際でも第5表に示すように，第4表に示した単に

ロック氏液のみで海流した際と殆ど同一合量を示し，

寧ろ平均値に於ては梢々増量するという結果を得た．

従って以上の実験成績からして脂肪i~L剤で濯流した

際には元来肺臓自体に含有されていた脂肪分解酵素が

流出して来るものではなくて，肺臓に於てその産生が

促進されるものと考えてよし、．

一方木学病理学教室森井伊ことは我々の脂肪乳剤を家

兎の生体静脈内へ注入して，組織顕微化学的に肺臓に

於ける脂肪分解酵素の変動を追究したが，その結果注

入前に較べて，注入後はち：入脂肪球を摂取してこれを

Pポイド化する肺胞喰細胞中に，明らかに脂肪分解酵

素の増量する：＇ff実を立註して居ろ．蓋し自分の生化学

的実験成績とよく一致すると云える．

2. 家兎の創出肺臓濯流時の脂肪固定作用

さきに Binet等は脂肪に白んだ血液が肺臓を通過す

る聞にそのぞJlS%が消失する事実を立証し，肺臓の脂

質固定機能（fonctionlipope況iquc) と脂質分際機能

(fonction !ipod括的1quc）の存在を提唱したが， 麻

田も既に組織臥徴化学的に肺臓の肺胞喰細胞が脂肪球

を著聞に摂取する機能のあることを朗らかにした．
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脂肪宇L掬j力IIロック氏液で濯流した際
の排出液中の脂肪分解酵素僚の消長

（第3表参照）
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行った．この際濯流液量lOOcc毎にその排出液（肺静

脈からの流出液）を採取し，排出液中の脂肪分解酵素

価を測定した．なお臓器脂肪分解酵素価の測定に際し

ては濯流後未だ血管内に脂肪乳斉IJ加ロック氏液が停滞

するから，これを充分排除しておく目的て，更にロッ

ク氏液SOOccで准流した後，月市臓切片を細切し，甑紙

で充分に余分の水分を吸収し，その一定量を秤量， lflj

砕した後グリセリン7.Kで、抽出して，これを酵素原液と
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第6表 脂肪乳守IJ加ロック氏液滋流実験に於ける潅流波立立に緋出波’l’の総脂肪酸景（mg%)

試 獄｜港島｜車協｜隅j5~~c j i5icc I t叫ん｜ 同
500cc 

家兎 1 号 I 629 i 30 I JU'.I I ""'" 
家兎 2 -'t-I 615 ; 36 I 61 I 373 
家兎 3.号 I 614 ! 35 I 59 I 330 
平均 I 619 [ 33 I 73 I 344 

そこで:fJJ土生化字的にこの脂肪回記作用を検討する

目的で，易IJ出肺臓を脂肪乳剤加ロック氏液で、濯流した

際の滋流液誌に排出液中の総脂肪綾含有量及び肺臓の

臓器総脂肪酸量の測定を行った．

実験成績蛇に考察：その結果は第6表に示すように

潜流液中の総脂肪酸量に較べると，排出液中のそれは

著明に減少して居り，而も脂肪乳剤加ロック氏液の濯

流を中止して，之に代ってロック氏液のみで更に濯流

を持続すると，排出液中の総鵬肪酸査は速やかに減少

し，殆ど溢流前｛直に復した．而も肺臓の臓務総指紡殿

合有量も第8表の如く脂肪乳剤加ロック氏液で獲流し

た際には第7表に示した単にロァク氏液のみで再生流し

た場合に車交べて明らかに増加したが，その稜度は比較

的少ない．

第 7表 ロック氏液濯流後の肺店長繊探総目旨肪酸責2

2ー竺｜肺問削竺空~~－
家兎 1 号

家兎 2 号

平均

1.427 

1.430 

J.428 

第8表脂肪液潅流後の肺臓脇i務総JI旨肪酸武

試 獄｜ 肺臓々器総脂肪f酸古l:(g%) 

家兎 1 号

家兎 2 号－

v平 均

1,175 

l.560 

1,517 

322 I 106 I !l3 I 76 I 42 I 37 

330 I 71 I 67 I 59 I 48 I 40 

341 I 82 I 76 I 58 I 47 I 41 

331 I 93 I 75 I 64 I 45 I 39 

このことは教室の財津が脂肪乳剤を家兎の生体静脈

内へ注入した際，注入脂質は速やかに血中から消失す

るという事実とよく一致するものである．従って木瀦

流突験からも，充分に肺臓が脂質を摂取してこれを闇

定する機能を有することが立証され得たものと考えて

よい．併しこの様にして肺臓に摂取された脂質が如何

様に処理されるものであるかという点に就ては以とだ

けでは未だ明確化され得たわけのものでない．

3. 家兎の勢1]lfl肺臓；JI流日寺の遭流；夜中含有脂質成分の

変動

近時脂質の鹿変化にも，また脂質の他組織への移行に

際しても，一般に賄質が生体に利用されるためには，

必ず一旦リポイ γの段階を経る事が必要であり，また

他方一般にいって，特殊の組織を除けば各種組織の細

胞内には中性脂肪は比較的少量にしか存在せず，これ

に反して中性脂肪以外の他の脂質，就中燐脂質とヒヨ

レステ Pンはその一定量が存在して，細胞の機能と密

接な関係に立つことが予想されるに三豆仇近来特に燐

脂質は脂質の中間代謝に密接な関係、を有するものと考

えられるに至った．従ってこれ等の諸報告と，以上在、

の笑証し得た， n;~臓は脂質を摂取し固定する機能を有

すると共に姉般に於ける脂肪分解酵素の産生を促すと

いう事実とは何等かの関聯性があるに非ずやと岩え，

刻出肺臓潅流時の濯流液中故に排出液中の脂質成分を

試獣家兎を以て測定し，比較検討したので、ある．

実験成績誼に考察：脂肪乳剤力日ロ 'J'ii氏液で別出肺

この際脂肪乳剤加ロック氏液による肺臓滋流実験後 臓を潅流した際の港流液中誌に排出液中の脂質成分

の臓音量低脂肪聞を培の測定に当つては，滋流中止後なお は第91：に示すようで＇rド性脂肪は著閉に減少するの
肺臓血管内にL消IしてI，、る脂質f,:3'i~分ロァク氏液で駆 に反して，泌離j脂肪酸，主立にリポイドは箸明に鴇加し

逐して， その中に含有されている総脂肪陸最が脂肪乳

斉IJ加ロック氏祝賀謀長流前の値に復した僚に測定したこと

は論をまつまでもない．

以との突験成績から濯流液中のl脂質は肺臓血管内を

単に来JJ.五りするものではなく， I床回のいう如く少くと

も 1 時的に肺胞喰主刷白により J!lJI~~されるものと芳えさ．

るもど1与なレ．

Tこ．従ってさt:に持軍国の見出した肺臓は脂質を肺胞i食

第9表潜流波及び排出液の脂肪体成分（mg%)

検 波 州防｜糊脂肪酸｜リポイド

漉 i舟波 594.7 56.3 45.0 

排 Ill波 250.2 111.1 78.9 

3(/ t成 F恥 -344.5 + 54.8 + 33.9 
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細胞によって倶収し，これをそれら細胞内で中性脂肪

からリポイ 1-'に変じ，再ひ：rr11中に放出するとし、うヰ·；~廷

を生化学的立場からもよく立証し得たものである．

前報に於て主t:べたように易lj出肺臓を脂肪乳剤加ロッ
ク氏液で海流した際，泌流液中の総脂肪酸量減少の割

合に較べて，肺臓の臓器総脂肪酸量指加の割合が比較

的少ないのは，この機にl順次附i胞喰細胞によって摂取

された中性脂肪が漸次リポイド化され，再び血中に放

出されるという現象カ；rJ.続的に行われているという以
上のことからも充分理解されるのである．

更にまた木実験協議は別出町i臓を使用した関係上，

他臓器からの影響を全く除去し得たという志、味に於

て，これはいわば肺臓独自の脂質代謝機能と見倣して

よL、
4. 小 千苫

(i) 別出肺臓といえども潅流液中の脂質を著明に

摂取し， 1時的乍らもこれを固定すると共に肺臓に於

ける脂肪分解酵素の産生を促す．

(.ii) 斯くして府i搬に接取された中性脂肪はリポイ

1-'拾に務機脂肪酸に変化せられ，再び濯流液中に放出

される．

日予め脂肪写L剤を家見の生体静脈内へ

注入した際の肺臓の臓器総脂肪酸量雄

に臓器脂肪分解酵素価の時匠的推移

さきに麻田は組織顕微化学的に家兎の生体古1•脈内へ

注入された脂質は30分以内に血管内から消失し，肺臓

では注入直後から30分に豆り，肺胞I食細胞がlil多量に

討さ入脂質を摂取し約4時間後には肺胞喰細胞から？？〈

消失すると報告している．併し別出肺臓を濯流し，こ

の聞の状態を生化学的に斯く長時間に亘って窺うこと

は肺水腫を招来して， 1'号百能と恩われるから，私はこ

の歓を補うため，予め脂肪乳剤を家兎の生体静脈内へ

注入し，一定時間後にこれを放出，致死せしめ，肺臓

に於ける注入脂質の処理状況をlliii臓の臓器総脂肪酸量

故に臓縁脂肪分解酵素frlliの時間的推移から検討しlニ．

即ち15%脂肪乳剤を体重毎ltt当り 1.5ccの割合で家

兎の生体静脈内へ注入した後，これを逐時的に放血，

致死せしめ，その肺臓を別出し，更に肺臓血管内の血

液を完全に駆逐する日米でロック氏液600ccを以て濯

流した後測定したので・ある．なお対照としては脂肪乳

剤を注入することなく放血，致死せしめた家兎の易lj出

肺臓を同量のロック氏液で濯流したものに就いて測定

しTこ．

実験成績蛇に考察・ U·j~IO. 11, 12, 13, 14, 15, 16. 

11, rn, 19表誌に第5図参照）オJ宍験成績を総括すれば

第19表及び第5図に示されたように，家氾の生体静脈

l乍へ注入された鵬質は肺臓の所謂肺胞n食細胞に著明に

摂取される結果，肺臓の臓器総脂肪酸量は注入直後か

ら著明に場加し始め， 30/)fをには最大量に達し，その

後は時間の経過と央：乙漸次減少して， 6i時間でtまぽ正

常値に復し， 6T時間以後もこの正常値の範囲内を僅か

に動隠するにとどまり，麻田の行った組織顕微化学的

所見とこの点でも亦よく一致した．

第10表 脂肪乳苛lj未注入家兎肺膨；組純

｜臓器総脂肪酸 i臓器脂肪
試 獣｜：賢 （ぴ）！分解酵素債

家兎 1号｜ 1.427 I o.952 
家兎 2号｜ 1.430 I i.032 
平均｜ 1.428 I o.992 

第11表脂肪乳育!Jtl：入家兎肺臓組織（直後）

試 獣｜臓器総脂肪酸｜！被務脂肪
｜荒 (g%) ｜分解酵素債

家兎 1号 l 1.637 I 1.036 
家兎 2号｜ 1.667 I 1.068 
卒均｜ 1.652 I 1.052 

第12表脂肪f乳剤位入家兎肺臓組純（30分後）

試 吠｜附脂肪酸 l臓器脂肪
賞 (g%) 分併酵素債

家兎 1号

家兎 2号

卒 i勾

I ］加 I ］叩
1.810 I 1.127 

I 1.770 I 1.134 

第13表 脂肪宇L剤注入家兎肺！販組織（］時間後）

古式 献｜臓務総脂肪ヂ｜臓器脂肪
主i (g% ｜分解酵素偵

ヨ〈兎 1号

家兎 2号

平均

J.702 I J.260 

1.742 I J.252 

J. 722 I J.256 

第14表 脂肪乳芹j注入家兎肺臓組織（2時間後）

試 持、

家兎 1号

家兎 2号

21' 均

！臓器絵脂肪酸
抵（g~の

1.701 

J.697 

1.699 

臓探脂肪
分wr酵素f同

1.251 

J.289 

1.270 
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高
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第5図脂肪乳剤注入家兎肺服組織（3時間後）

臓器脂肪
分解酵素側

J.100 

].092 

].096 

織務総脂肪高是
認（g%)

].602 

1.560 

1.581 

獄

家兎 1号

家兎 2号

平均

第15表

試

脂肪乳育lJ注入家兎肺臓組織（7時間後）第16表

臓器 1脂肪
分解酵素fiW

1.016 

].020 

1.018 

臓恭樹脂肪酸
最（g%)

I.399 

1.455 

1.427 

突入

家兎 1号

家兎 2号

乎均

試

一
崎
開
吟

ニ
暗
閉
後

脂肪乳剤注入家兎肺臓組織（12時l/fJ後）

試
臓：；！）；： I脂肪
分解酵素f質

1.100 

1.124 

1.112 

臓器総脂肪酸 ｜ 
最（g~の l

].395 

].365 

J.380 

民k

翼民兎 1号

家兎 2号

平均

第17表

脂肪乳剤注入家兎肺臓組織（24時間後）

他方肺臓の臓提脂肪分解酵素聞も注入直後から著明

に増加し始め，臓器総脂肪酸量の減少し始める注入後

2時間に於て最大値を示し，その後は時間の経過と尖

に漸次減少して，投入後6r時間には大体IE＇／日町に復す

るが， 24時間を経てもなお正常値l、Lとの（山セ示した．

この事実は肺臓の所謂肺胞目安細胞によって注入脂質

が著明に筏取せられ，それにi半い肺臓のl臓器脂肪分解

酵素の産生ヵ：促され，市j述のように，注入脂肪体の主

成分である中性問肪は抑制日目J.世或はリポイ 1ごへと変
化するものと解すべきであろう．斯くしてリポイ 1・は

再び肺臓から血「I＇に放出されら結泉，肺臓の臓器総間

肪酸量の減少をまねくが，併し肺臓の臓罷脂肪分解酵

素価は住入後24時間に於てもなお正常値より高い値を

示している点から，泊τ入脂質の肺臓に於ける処理過税

は大手本24時間以内に終了するものの，なお完全にn入
脂質が処理しつくされるものではなくて，ごく 1部分

は24時間後に於てもなお処理されつつあることを物語

るものであろう．

｜臓器脂肪
i分解酵素例
1.101 

].143 

1.123 

臓器総脂肪酸
最（g%)

l.560 

1.504 

1.534 

翠k

家兎 2号

家兎 2号

平均

第18表

試

指訪写L剤未注入猫の創出肺臓濯琉実験

前記のように草食11il胸である家兎に於ても肺臓の脂

質処理機能の存在することを生化学的に宍証し得たの

であるが， f".告らばI~食動物に於ける~：i'「C、はよ持してどう

であろう山．日正に麻田は組織顕微化学的に脂質を多設

に平時から段取すくJ肉食1Ji1J！防である~j~jの肺臓に於ける

脂質処理機能が草食到》物である家兎のそれに較べてtr"

わめてlfEJ盛であることを立証した．そこで猫の別出肺

臓を脂肪乳剤加ロック氏液で海流L，この事実を生化

mm 

第 19表 lit:肪乳育UH：入家兎肺臓脂肪；泣主主にj脂肪分W！酵素fi'l
（針'10,11, 12, 13, 14, l広 16,17, 18表参日程）

i l：入 Irt・入 Iii:入 I ' i I：：入2 I i'l:入3I rt入6 I投入12I投入24
施 後 i30分後 Iu与r：日後： 1時！！日後 i削 rJ後II時間後 Ii時HH後 II侍11日後
1.652 I 1.770 1.722 I J.699 I I.581 I I.427 1.380 I 1.534 

J.052 I J.134 I l.2S6 I 1.210 I 1.096 I 1・.om 1.112 I 1.123 
z
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学的立場から再検討した．本潅流実験に際しても，比

較する関係上家兎の場合と問機に濯流液はその総脂肪

酸含有濃度を620mg/dlとなる織にごアめ脂肪乳剤をロ

ック氏液で稀釈したものを使用した．

実験成績抱に考察！猫の別出肺臓を目白肪手L淘l加 Q ・;_1 

ク氏液で濯流した際の潅流河電立立に排出液中のni'i質成分

心情20支に示すようl七，；位流f麦l土中悦脂肢が著明に減

少するのに「ZLて， 務脱脂肪Eまえびリポ イvは著町二

堆~1Jn しずニ．

第20表猫肺臓i獲流時の脂肪体成分（卒均値）

ド宅lヰポイ検波 (mg%) 

潅流液 43.9 

初. 1H 液 117.3

第6図猫Ji<び＊兎肺Ii島民n旨DJi彼漉流実験に於
ける脂肪分併酵素の比較（第21表参照）

l 0 ij~lf ijo：；脂五周一口五周ー周二周三間五
C~ 0 A - 0 D 0 C 

防涜師両 ff~O o 6_ o O 0 0 0 
液前主妨宜cc cc ・ace cc 田 cc er 

－一→4毒液採取時期
この結果を家兎に於て認められた成績と比較する

と，第22表の虫rtく中性脂肪の減少皮，齢町E日目肪酸誌に

リポイ 1・の段j］日程度は猫に於て菜に跡事Zである．叉易IJ

第22援 術主主ぴ家兎怖！被脂肪液潅i店契機に
於ける脂肪体成分の比較

試川検波 I＇＇＜物｜草間~~19（らお
I整流景 l 594.7 I s6.3 I 4広O

家 兎｜排出液 1 2so.2 I nu  I 78.9 
.1ni成長 ！-3川 ｜+ 5伯

irt流波！ S%.3 I 55.7 
1-.¥ Ill 波 I 49.l I 194.8 

1服店tI -511.2 i ＋路9.1
著である．

+ 33.9 

43.9 

117.3 

+ 73.1 

以上要するに肉食動物の肺臓は草食草野助に較べると

脂質の処理力は非常に強力で，麻田のいう如く，もし

も1度内多量の脂質が血管内に流入して来た時はまず
ltili臓がこれに！順応して脂質を隈取し，強力な処理能力

をたLてその消化に当り，肝臓や牌臓には荷重をかげな

いようになっているものと思われる．この様に動物の

種類によって肺臓の脂質処理能力に著しい差があると

いう上述の成績は，各穏!l1i1J物の日常の食訴を考えれば，

全く合目的性があって，真に当然のこ とでる．従って

脂質代謝の研究に当つては動物の撰択が重要であると

云ってよい．即ち麻田の行った組織顕微化学的検索成

績とこの点でもよく一致した．

N 所謂抗瞳肝性物質の肺臓脂質代謝

に及ぼす影響

1931年Alanが抗脂肝陸作用物質（Lipotropicsub・ 

stance）の意義を拒唱して以来，レチテイン，コ リン，

カゼイy等の抗日旨肝性作用物質が相次いで発見され，

1940年Tucker,Ecksteinはカセ・インのもつ抗脂貯健

作用はメチオニンに基くことを明らかにした．叉他方

Burns, ~fc I王ibbin等はピタミン B12にも同様抗脂間

性作用のあることを立証し，これらピタミンB複合体，

コリンテメチオエン及びこれらを含有する蛋白質が事者

出肺脱走潅流時の排出液中の脂肪分解西！コ~11町の消長は第 脂性を有することは疑う余池りない事実となった．そ

21宍の如くであるが，これを家兎のそれに絞べると， こで私は斯る抗開肝性作用物質が脂質代謝よ如何なる

第6図に示す如く，そ倒的日の緯度1.；.~i\'1し• i)ji.Jl惑に顕 作用機以を有するかという点に就いて，肺臓の脂質f~

第 21表 梢肺脱脂肪液潅流実験（卒均値）

検波採1民時JYJ ｜脂肪液 11m肪液l脂肪液｜ 問 ！ロ ック氏lr"1 I 1司 I 11-il I fi•I 
I i産流前 Ii諮流開始｜ 50cc I lOOcc I波 50 cc I 100 cc I 200cc ! 300cc I 500cc 

総脂肪綾f伽 g%) 15 I 391 230 I 241 I 94 ! 68 I s1 [ 41 I 37 
nw.肪分解酵素m! o.452 I 0.511 I 1.125 I ω別 l o.685 ! o.542 I M児 i 0.4791 0.4初
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謝の商から検討すると共に，その他1～2の脂質代謝

と密接な関係、があるといわれる物質との関係をも併せ

て検討した．

I. 副腎皮質ホルモンの罷響

Sinclairは腸粘膜中で吸収されて来たグPセリンと

脂肪酸が再び中性脂肪に合成される際に腸粘膜の上皮

細胞の隣脂質が仲介となる，即ち楊粘膜中に於て脂酸

~燐脂質~脂肪のような機序によって，中性脂肪合成

の途中に一旦燐脂質の段階を経るとする所謂燐脂質仲

介説なるものを唱idこが，その後 Vcrzarは脂肪が!N

収される場合に副I背皮質ホルモンの存在のもとに燐酸

=r.7-テル化されて燐脂質となることを主張するに至つ

た．

それで副腎皮質ホJレモンと肺臓のリポイド化機能と

の聞に何等かの関聯性が存在しないかとの思惟のもと

に，副腎皮質ホルモンであるというリンデッグス，コ

ーチゾン及びアドνナーJレ・ヨルテックス等を以て肺

臓濯流実験によりこの関係を検討した．

( i ) Pンデックユの影響

市販リンデックス注射液0.5ccを予め総脂肪酸濃度

620 mg/di・の割合になる様に調製した脂肪乳剤加ロッ

グ氏液に添加しら家兎の別出肺臓を潅流し，滞流液

立立に排出液中の脂質成分を定量した．

実験成績・突験成績は第23}c.：二示す虫IIくで，単なる

脂肪乳剤加ロック氏液で濯流した際主比較したのが第

24表である．且日ちリンデックスを脂肪乳剤加，， ；／ク氏

液に添加し漉流した場合に!.t，肺臓の中性目白肪処理作

第23表 PンデックユカII肪JIM夜滋流実験

試 獣 l絵判明勢｜護法甥l9(:g1%~； 
l輸液 Isθ4.7 I 56.3 I 

号｜初；日i
耳・n成f託I-243.1 I I 

号｜初J出波｜ 332.l 111. 
耳＇.｝＂~成7設｜一2臼.6

45.0 

92.3 

+ 47.3 

107.1 

+ 62.l 

第24表 9 ！／デックz添加時，無添加時の比較

検 波

無添加波潅沈
降排出液

添加液i誕流H与
の拐； IH液

l’ド1'1'1附｜滋離脂肪酸
(mg%) (mg%) 

250.2 111.l 

341.7 118.4 

リポイド
(mg%) 

7日.9

79.7 

第23巻 第5号

用は$ろ粉々低下するかのような結果を得た．併L乍

ら務離脂肪酸主主にリポイドには両者の聞に著変は認め

ず，要するにリンデックスの添加によって肺臓のリポ

イド化機能が光進する傾向は少くとも認め得なかっ

すこ．

(ii) コーチゾン，アドレナール・コルテックメ

の影響

コーチゾンを脂肪手L剤加ロ ック氏液と混じて易If出肺

臓を潅流すると脂肪t~~還をまね く危険があるため，止

むなくすめコーチゾン2.5mg宛を家兎の皮下に7日聞

に亘り連続注射した後試獣を屠殺し，その別出肺臓を

予め総脂肪酸濃度を 62刀mg/diに調製しt.:.n旨助手L剤加

ロック氏汲で濯流しt.::..

実験成柑： 笑験成績は第25表に示す如くも＝ーチ

ゾンの皮下注射を符わず単に脂肪乳斉l加ロック氏液で

濯流した場合に較べると第26表の如く，コーチゾンの

投与の有無に拘らず肺臓の脂質処理能力にほ全く菱異

第25表 ョーチゾン投興後）I旨肋f液潅流実験

試 f~；、 ｜検液 l’l’伽｜減離脂肪｜リポイドI (mg%J I酸（mg%)I (mg%) 

｜伽波 I594.7 I 日 3I 45.o 
｜拐l峨~ 261.1 1 106.2 I so.l 

家兎1号｜ i I I 
I J的成法 l-321.0 I + 49.9 I + 35.1 

－ ｜事例11波 I 246.9 I 110.s I 
家兎2号い！－ i I I 

い出威策 I-347.8 I + 54.5 I 
76.5 

+ 31.5 

第26表 ヨーチゾシ投拠時，非投奥時の比絞

検 液｜中性脂肪｜緋離！脂肪｜
｜（時刻｜ （時刻｜

非投奥家兎濯
流時の排出液

投奥家兎溜流
［冷の排出波

を認め得なかった．

250.2 111.l 

257.3 108.5 

Hポイド
(rng%) 

78.9 

78.3 

前記のようにヨーチゾンは脂肪乳剤l加ロック氏液と

混じて捌出肺臓を滋流することが不可能なため，艇に

私はこの点を追究する目的で牛の副腎皮質綜合zキス

の10%アJレコール溶液であるアドレナ－ JI/・コルテッ

クス（Upjohn製）を脂肪乳剤加ロック氏液に添加，

家兎の刻出llrii臓を滋流したが，ヨーチゾン投与時と同

様の成績を得たに過家なし、．

(iii）考ー 祭’

以とのように健常家兎に副腎皮質ホルモンを負荷し

でも，その中性脂肪をリポイv化する機能を促進せし
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めることは出来なかった．併しもし既に副腎皮質滋飽

の不会状態にある劃物，例えば副腎皮質摘出家兎の別

出肺臓に就て斯る笑験を行えば，あるいは肺臓の脂質

代謝機能の低下を認め，更に斯る条件下のものに副腎

皮質ホルそンを負荷すると，こ与に初めて低下してい

た肺臓の脂質代謝機能が正常に回復することが認めら

れるかも知れぬが，この点に就ては今後の研究に侠つ

可きである．

2. メチオこンの影響

従来中性脂肪は燐脂質として体内を運搬されまた利

用されるといわれて来たが，この中性脂肪から燐脂質

への合成は抗脂肝性作用物質の作用によって肝臓反び

腸粘膜で行われ，もし抗日目肝性作用物質が欠乏すると

肝臓に於ける中性脂肪から燐脂質の生成が障碍されて

その結巣肝実質細胞中に中性脂肪が沈着するとされて

来た．聞もヨリンは斯る肝臓の中性脂肪の燐脂質形成

に重要な働きを有し，このコリンの合成に必要なメチ

ル基を転移するものがメチオニンであって， メチオニ

ンの抗脂肝性因子としての意義もこ Lにあるとされて

来た．そこで巣して斯る事実が，既述の肺臓のもつ中

性脂肪をリポイ 1ゃ化する機能に於ても見出されるであ

ろうか．この点を検討したのである．

本実験に際しては， 1－メチオニンIOmgを予め総府肪

酸濃!l{620mg/dlに調製した脂肪乳剤j加ロッ ク氏液100

ccの割合に添加したものを以て，家兎の易日出肺臓を濯

流した．

実験成績：その際の潅流液立立に排出液中の脂質成分

は第27表に示すように，家兎別出肺臓の深長流により，

中性脂肪は著明に減少するのに反して，現哲雄鵬肪酸主主

にリポイドは著明に増加し仁．これを単に脂肪乳剤加

ロ7タ氏液のみで濯流した際のそれと比車交したのが第

2B亥であるが，メチオニンの添加により中性脂肪の減

少度と務脱脂肪酸誌に・リポイvの場加量が一層顕著に
なることがよく理解されん．

第27表 メチオュ γ加脂JU•液潅流実験

試 駄 ｜ l’l’性脂肪｜側跡｜リポイド倹液 （時%）｜酸：mg%)I ＜時刻
｜断液I594. 7 I 56.3 I 45.o 
I＝朗自液｜ 79.l t 159.4 t 147. 1 

＊兎1号｜｜｜｜
｜増減量 I-515.6 I + 103.I I + 102. 7 

｜排出波｜ 81.3 I 132.2 I 
家兎2号｜ ｜ ｜ ｜ 

｜榊減景 I-513.4 i + 75.9 I 

130.6 

+ 85.6 

即ちこの点からしでもメチオニンは肺臓の脂質を撲

取，固定する機能を著しく促進せしめると共に，叉中

性脂肪を務灘脂肪厳あるいはPポイドへと変化せしめ

る機能を著しく促進せしめるとい L得るのである．斯

るメチオニンが朋i臓の脂質処理機転を著しく促進し，

円滑化せしめることは，叉ff：の将，fニ実験でも認められ

た．即ち家兎を屠殺し，肺臓を別出するに先立って，

第28表 メチ干ュ：.－ i.Mmr侍， 1~~添）Jiii時の比較

検 液

1!¥li添加液海流
時の排出液

添加液潅流時
の排出液

l’ 1'.ttt~ llJi 
(mg%) 

250.2 

80.2 

｜減離脱雌
(mg%) 

lll.l 

145.8 

Fポイド
(mg%) 

78.9 

139.I 

第29重量 メチオユン連続投輿家兎肺臓i複
流実験（平均値）

検 液｜中性脂肪｜滋離脂肪酸｜
I (mg%> I (mg%J I 

潅流山下；：－I~
9 ~· イド
(mg%) 

141.0 

生前数日聞に宣りメチオニンを皮下投与した家兎の別

出肺臓を単に脂肪乳剤加ロック氏液のみで濯I流した際

にも， 予めメチオエンの皮下投与を行わなかった場合

に車交べるとやはり肺臓の脂質処理機転は第四来に示し

たように著しく元進ずる．

考察：以上の突験に於てもメチオニンは肺臓の脂質

摂取機能を著しく完遂せしめ，同時に中性脂肪のPポ

イド化を著しく促進せしめる事突を知った．而して教

室の麻田のいう如くメチオニンは肺臓は勿論のこと肝

臓，牌~等の綱内系細胞群の脂質処理機能をもfじ進せ

しの，これを円滑且つ速やかに処理せしめる結J礼服

質処理能力の弱い家兎もメチオニンの併用によって，

あたかもその脂質処理桜能は肉食動物化するが如く恩

われる．

更に毎日体重lkg当り15%脂肪乳剤]l.5ccの割合で，

家兎の生体静脈内ヘトメチオエン5mg併用のもとに長

期に亘り連続注入を行うと，単に脂肪乳剤lのみを長期

に亘り使用した際のような肺臓の臓待脂質の異常増加

は認められず，生体に於てもよく注入脂質が肺臓で順

調に処理されつLあると：考えてよい結果を得た．

3. ビタミン B12の彫響

最近に至り Shive,Shaefer, Salmon, Bennett等の

研究によ札ピ 91；：ン ＂B12故に葉酸も生体内で活性の
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あるメチルZ誌を合成する作用があって，メチオニン，

::I 9ンの代用をすることができ，抗鵬肝性千乍用物質と

しての意義が提唱される広至った．従ってこれらの物。

質の肺臓脂質処理機能に及ぼす影響をも実験によ り検

討した．

即ちピタミン B12 l；・を総脂肪酸滋度が620mg/dlに

なる様に予め調製した脂肪手L剤加ロック氏液IOOccの

割合に混じ別出肺臓を進流した．

実験成績起に考察：その笑験成績は第30表に示すよ

うで，単に脂肪乳剤加ロック氏液のみで海流した場合

第30表 VB12加脂肪液滋沈実験

試獄｜検判明矧車車問 y(:g~）·
｜潅流液｜ 5何 71 56.3 I 4 ＆ 0 

i初．出液｜ 423.2 I m. ! η 
家兎1号｜ I I I 

｜増減景 ｜ー171.5I + 54.7 I + 34.5 

｜排出液 1 320.1 I 120.4 I 84.0 
家兎2号 i I I I 
l増減最 I-274.6 I + 64.l I + 39.0 

と有意の差を認め得ず，ピタミンB12のみの単独使用で

は肺臓脂質処理機転促進作用は全く認め得なかった．

4. 業君主の彫響

葉俊15mgを総脂駿濃度620mg/dlに予め調製した

脂肪乳剤加ロック氏液lOOccの割合に添加し，之を以

て家鬼の別出肺臓を瀧流した．

実験成績起に考察・ その笑験成績は第31表に示すよ

第31表葉酸加l脂肪波潅流実験

試獄｜検波｜’I•性脂肪｜梯雌備肪｜リポイド
I I (mg%) I酸（mg%)I (mg%) 

一一再言語1一五~「－ヨ7「－~
｜排出液｜ 214.2 I irn.1 I s1.o 

家兎1号｜ I I I 
｜増減最 I-380.5 I + 61.B I + 36.o 

｜初出波 1 221.1 I 109.6 I 77.3 
家兎2号 l I I I 

｜斗•H成茸1: I -373.o I + 53.3 I + 32.3 

第32表 業譲添加i時，無添加時の比校

検 液｜中性脂肪｜湯離脂肪酸1yポイド
I (mg%) I (mg%) I (mg%) 

無添加液滋流
H寺の拶JrIll液
添加l液i種流時
の排出液

250.2 

217.9 

111.1 78.9 

113.8 79.1 

うで，単に脂肪手l剤力日ロック氏液のみで潅流した際の

それと比綬したのが第32表である．即ち葉酸を添加し

た場合と添加しなかった場合との聞には有意の差を全

く認め得ず，葉酸の刷i臓脂質処理機転の光進作用はさを

く立証されなかったのである．

5. メチオこン，ビタミンB12併用の影響

周知の如くメチオユンの活性メチル主主は生体内で合

成されず，メチオエンやコ Pンの形で体外から供給さ

れなければならぬとされていたが，その後 DuVign-

eaud等はピタミ ンB12及び葉酸が存在すれば，腸内細

菌の助けなしに活性メチル基が生体内で合成されるこ

とを明らかにしたが， Tukes,W ciss等は更にピタミ ン

Bizを投与すると ::tyン．メチオニンの投与量が少なく

ても充分な効果が期待じ得る事実を立証し，メチオユ

ンとピタミ ンBizのm＝用がその抗脂肝性作用を更に猶
強せしめるといわれるよ うになった．それ放にまたこ

の間の事情をも検討したのである．

即ち lーメチオエンlOmg，ピタミ ンBJ2l；を総指肪酸

濃度620mg/dlに予め調製した脂肪乳剤加ロック氏液

lOOccの割合に混じ，易lj出肺臓を潅流した．

実験成績担に考猿： その実験成績は第33表に示す如

く，刻出肺臓の滋流により中性脂肪は著明に減少し，こ

れに反して務離脂肪酸誌にリポイ Fは著明に場加し，

メチオニンのみを添加した場合に較べて，更に一層中

性脂肪のリ ポイ l・・化機能の促進する事実を知った. ~n 

ちピタミン Bizは単独使用に際してはその効果を前記

の如く認め得なかったが，メチオニンと併用すること

によりメチオエンの肺臓の脂質処理促進作用を更に憎

強ぜしめる事実を知ったので、ある．

第33表 メチオュ Y, VB12加脂肪液穣泌

（平均値）

検波｜
添）JlliJ主海流 1
1侍拐： U:I波｜

6. 1J、括、

慨！被岡
田 9I .171.6 I 

リポイド
(mg%) 

165.7 

( i ) メチオニンは肺臓の脂質処理勝転を著しく促

進せしめる.!Illち肺臓の肺胞喰車剛包の脱賀県収作用を

1t；進させると共に，それら細胞内に於て中性脂肪をP

ポイ 1-'へと変化せしめる機能を増進させる．

(ii) ピタミ ンB12設に葉酸の単独使用で怯l，前記の

ような肺臓の開質処理俄転促進作用は認められない．

(iii) メチオユンとピタミン B12を併用すればメチ
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オニン単独使用時よりも更に肺臓の脂質処理機転は一

層促進される．

v 総括蛙に結論
腸管から吸収された脂質の大部分がリ Yパに入り長

い経過を有する胸管をわ吉わざ上昇して静脈内へi:i:

さうこれが直ちに肺臓を通過するという生理学的，j解剖

学的事笑から，肺臓が脂質代謝機能を有するのではあ

るまいかということは当然考えられるところであり，

Roger et Binetが肺臓の阿賀代謝機能を高唱して以

来，あるいは之に賛成し，あるいは之に反対する学者

が続出し，現在倫決定的な結論は得られていない．

私は自家老案の別出肺臓を持続的に呼吸させながら

潅流し得る装置を使用して，我々の教室創裂の脂肪乳

剤を用い家兎，或は猫の易日出肺臓を濯流した結泉，新

たに肺臓が脂質代謝上重要な役割を演じていることを

生化学的に，而も端的に立証することがでをた．更に

抗脂肝性作用物質の作用機転を肺臓の脂質代謝簡から

討究し，次のような結論に達した．

(1）灘流液中に添加された脂質は，易IJ出肺臓の濯流

によって，肺胞喰細胞から倶取され，それら細胞内で問

肪分解鋒素の作用下に中性脂肪はリポイvに変じ，再

び潅流液中に放出される．而して生体静脈内に注入さ

れた脂肪乳剤も漸次同様の過程を経てリポイド化し，

再び血中に放出されるもののようである．

(2）斯る肺臓の脂肪処理能力は草食動物である家兎

に較べて，肉食動物である猫に於て遥かに強力，且つ

迅速である．

(3) メチオニンは肝臓のみならず，肺臓に於ても中

性脂肪のリポイ γ化機能を著しく促進するが，更にビ

タミンBizと併用すると一段とその作用が強力となる．

(4) この生化学的所見はさきに行った麻田の組織顕

微化学的所見とあらゆる点に於てよく一致した．

(5）以上の突臨結果から我々の脂肪手L剤もメチオニ

ン及びピタミ YB12の併用下に使用すれば，脂質処理能

力の弱い家兎でも，よくその連続注入にも耐え得て，そ

の栄養学的効果は充分期待し得るものと考えてよい．

本研究は文部省科学試験研究費の援助を受けた．記

して諮憶を表する．まずこ終始御教示を得た教室日笠頗

則講師に感謝の意を拷げる．
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